
1.はじめに

　コンクリートポンプ工法は、現状のコンク

リート工事において必要不可欠なものである

ことは論を待たない。コンクリートポンプ工

法が普及した背景には、一義に急速合理化施

工を目指した施工性の向上にある。これまで

に、本工法を適用した場合の構造体コンク

リートの品質を向上させるために、多数の研

究が行われ、日本建築学会「コンクリートポ

ンプ工法施工指針・同解説」(以下、ポンプ指

針と称す)が発刊されるに至った。その後、

コンクリートポンプの性能・機能の向上や、

新しいコンクリート材料の開発などにより、

1972年および1994年に改訂された。しかし、

1995年の高性能AE減水剤のJIS化や新規混

和材の普及に伴ったコンクリートの高強度・

高流動化が進み、圧送負荷が以前に比べ増大

する傾向にある。しかし、これらの高強度・

高流動コンクリートに関する研究は多数行わ

れているものの、現状のポンプ指針へ十分に

反映されてるとは言い難い。

　そこで本研究は、現状におけるコンクリー

トのポンプ圧送性の動向を把握するために、

コンクリートポンプ工法に関する国内の主要

学協会において発表されたコンクリートポン

プ工法に関する文献を対象としてデータベー

ス化し、整理・統合するために行ったもので

ある。

　ここでは、建築分野に限定して高性能AE

減水剤コンクリートの圧送前後の品質変化に

ついて、フレッシュ性状ならびに強度性状に

ついて検討したものである。
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2.文献調査の全体概要

2.1全体の対象文献

　全体の対象文献は、1990年から2006年ま

での17年間に日本建築学会(構造系論文集,

技術報告集,学術講演梗概集),土木学会(論

文集,年次学術講演会講演概要集)および日

本コンクリート工学協会(コンクリート工学

年次論文集)において発表されたコンクリー

トのポンプ圧送性を検討しているものとし

た。その結果、対象となる文献数は、日本建

築学会379編(構造系論文集2編,技術報告

集10編,学術講演梗概集367編),土木学会

92編(論文集3編,年次学術講演会講演概要

集89編),日本コンクリート工学協会59編,

合計530編であった。なお、連番で発表され

ている場合には、それぞれを1編とカウント

した。

　年度ごとの文献数の推移を、図1に示す。

文献数は1996年前後のNew Rc総プロの研究

開発に伴ってピークを迎え、その後、徐々に

減少する傾向を示している。

図1　文献数の推移
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あり、混和材の使用状況,水セメント比およ

び水平換算距離の内訳は図2に示すとおりで

あった。混和材は添加していないものがほと

んどであり、水セメント比は20～65%の間

に広く分布しており、1区分(102編)および

2区分(99編)におけるデータの母数として

は、適当なものであると考えられる。また、

水平換算距離は200m前後が最も多く、最高

は316mであった。

　以上の条件により、収集したデータに基づ

いて高性能AE減水剤コンクリートの圧送前

後のスランプ,スランプフロー,空気量およ

び材齢28日の圧縮強度の品質変化として水

平換算距離と圧送後/圧送前(以下、圧送前

後比と称す)との関係について比較検討を

行った。なお、ここではセメントの種類を不

問とするとともに、圧送高さによる影響を水

平換算距離を用いることで除外した。

2.2データベース化の概要

　データベースは、使用材料,調合,フレッ

シュ性状,硬化性状,ポンプ性能,圧送条件

および圧送圧力に大別し、表1に示す項目を

調査した。圧送条件のうち、水平換算距離に

ついては、文献上に表記されていないものが

多数あったため、配管状況から算出できるも

のについては、表2に示すように土木学会

「コンクリートのポンプ施工指針」1)を根拠と

し、算出した。なお、文献中に水平換算距離

が表記されているものについてはその値を用

いた。

3.本報告で取り扱うデータ

　本報告では、前項2.1で述べた対象文献の

うち、コンクリートの材料に高性能AE減水

剤を使用している調合に限定した。また、強

度レベルにより当然水セメント比が異なると

ともに使用される材料も異なるため、表3に

示すように1区分(30<W/C≦64)および2区

分(W/C≦30)に分けて検討した。さらに、コ

ンクリートの圧送前後の品質に及ぼす要因が

多数考えられることから、表4に示す条件に

該当する文献に限定した。その結果、本報告

において取り扱うデータの総数は、201件で

本報告で取り扱うデータ

表4　項目と条件

表2　水平換算長さ
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表1　調査項目

項目 単位 呼び寸法 水平換算長さ(m)

上向き垂直管 1m当たり 125A(5B) 4

175A→150A 4

150A→125A 8

125A→100A 16

90°r＝0.5m

r＝1.0m

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎｰｽ 20

テーパ管 1本当たり

5～8mもの1本

61本当たりベント管

表3　取り扱うデータの区分

強度レベル 通常

水セメント比 W/C>45

混和剤の種類 AE減水剤

骨材

混和材 × × ○ × ○

普通骨材

高強度

(1区分)

超高強度

(2区分)

30<W/C≦64

高性能AE減水剤

高性能AE減水剤

+分離低減剤

(増粘材)等

W/C≦30

項目 条件

骨材の種類 普通骨材

混和剤 高性能AE減水剤を使用

ポンプ形式 ピストン式ポンプ車

圧送種類 配管による圧送

配管径 125A(5B)

圧送高さ 40m以下



4.2スランプフロー

　圧送前後におけるスランプフローの品質変

化を図4に示す。1および2区分のいずれに

おいても圧送前後比は小さくなる傾向であ

り、水平換算距離が長くなるのに比例してス

ランプの品質変化よりも大きく低下する傾向

を示した。スランプと同様に水平換算距離に

対してのデータ数が大きくなるに従ってばら

4.調査結果および考察

4.1スランプ

　圧送前後におけるスランプの品質変化を図

3に示す。1および2区分のいずれにおいて

も圧送前後比は、ポンプ指針に示される値よ

り概ね小さくなり、水平換算距離が長くなる

につれて若干低下する傾向を示した。また、

1区分の方が2区分に比べばらつきが大きく

なる傾向であり、特に水平換算距離に対して

のデータ数が多くなるにしたがって、ばらつ

きは過大となり、圧送後においてスランプが

半分程度までに低下するものもみられた。
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つきは大きくなるが、概ね水平換算距離に依

存する傾向があるといえる。特に2区分にお

いては、スランプ管理のコンクリートと同程

度のフローとなり、大きく品質の変化する場

合があった。

4.3空気量

　圧送前後における空気量の品質変化を図5

に示す。1および2区分とも文献により大き

くばらつくが、概ね圧送後において増加する

傾向を示した。これは高性能AE減水剤コン

クリートの粘性が影響していると推測できる

3)。また、普通コンクリートを対象としたポ

ンプ指針に示される値とは、相反する傾向と

なっている。これにより、高性能AE減水剤

コンクリートを用いた圧送前後の品質は、以

前のコンクリートに比べ大きく異なる可能性

が考えられる。

4.4材齢28日の圧縮強度

　圧送前後における材齢28日の圧縮強度の

品質変化を図6に示す。材齢28日の圧縮強

度は、1および2区分とも文献によって大き

くばらつき、圧送の状態によって大きく変化

する傾向がみられた。また、水平換算距離が

長くなるにつれて若干ではあるが低下する傾

向を示した。これは、前述した圧送後の空気

量の増加傾向が関係していると思われる。

5.まとめ

　本報告では建築分野における高性能AE減

水剤コンクリートの品質変化について検討し

た。その結果、圧送後においてスランプおよ

びスランプフローは低下する傾向であるが、

空気量は逆に増加する傾向となった。また、

材齢28日の圧縮強度ほ強度レベルが大きく

なるにつれて低下する可能性がある。

　今後、土木分野,特殊圧送,骨材の種類お

よびCFTの圧入工法についてもさらに検討し

ていく予定である。
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